
 1 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災 

さ
れ
た
皆
様
、
そ
の
家
族
の 

方
々
に
対
し
ま
し
て
謹
ん
で 

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を､

心 

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

    

日
時 

平
成
二
十
三
年 

 
 
 
 

五
月
十
五
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
十
一
時~

 

場
所 

弁
天
町
市
民
学
習 

 
 
 
 

セ
ン
タ
ー 

※ 

総
会
開
催
に
あ
た
り
、
ま

ず
東
日
本
大
震
災
の
哀

悼
の
意
を
表
し
、
黙
と
う

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

御
来
賓 

・（
社
）
奈
良
調
理
師
連
合
会 

 
 
 
 

会
長 

 
 

 

 
 
 
 
 

柳
原 

卓
男
氏 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

会
長
挨
拶 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
の
第

６
回
定
期
総
会
に
こ
の
様
に
た
く
さ
ん
出
席
し
て
頂
き

有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
会
の
名
称
は
「
全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
」
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
の
学
校
調
理
師
だ
け
で
は
な
く
、 

保
育
所
や
施
設
で
働
く
調
理
師
も
加
入
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
各
自
の
調
理
技
術
・
技
能
の
研
鑚
を
図
る
こ
と
で
調

理
師
と
し
て
の
意
欲
の
高
揚
を
目
指
そ
う
と
、
各
地
で
自

発
的
に
出
来
た
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
で
す
。 

 

毎
年
各
地
で
実
技
研
修
会
や
講
演
会
を
開
催
し
交
流

を
図
っ
て
お
り
、
又
、
参
加
出
来
な
か
っ
た
仲
間
に
は
、

報
告
書
を
送
っ
て
情
報
の
発
信
も
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
大
阪
府
貝
塚
市
で
実
技
研
修
会
を
予
定
し
取
り
組
み

ま
す
。 

 

食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
各
自
治
体
で
も

「
食
」
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が
さ
れ
５
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
本
年
は
第
２
次
食
育
推
進
基
本
計
画
（
２
０
１
１

年
～
２
０
１
５
年
）
の
初
年
度
に
あ
て
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
来
「
食
べ
る
こ
と
」
は
生
き
る
為
の
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
ま
す
が
人
間
社
会
で
は
文
化
ま
で
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
で
す
。 

 

こ
ど
も
の
成
長
発
達
途
上
の
お
い
て
も
食
生
活
の
影

響
は
無
視
出
来
な
い
も
の
で
、
そ
れ
は
私
た
ち
大
人
の
日

常
生
活
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
事
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
、
直
接
的
に
は
学
校
や
保
育
所
あ
る
い
は
施

設
で
調
理
作
業
を
通
し
て
健
康
的
な
食
生
活
の
一
端
を

担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
と
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

「
食
」
を
担
当
す
る
調
理
師
が
ど
の
様
な
形
で
社
会
的
責

任
を
担
え
ば
よ
い
の
か
し
っ
か
り
認
識
し
、
こ
の
会
が
発

展
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

昨
今
の
社
会
情
勢
で
、
給
食
調
理
現
場
で
は
臨
時
職
員

や
嘱
託
職
員
が
増
え
、
自
己
研
鑽
の
為
に
資
格
取
得
を
し

た
く
て
も
、
そ
の
経
済
的
な
余
裕
が
な
い
の
も
事
実
で
す
。 

私
た
ち
が
情
報
を
発
信
し
、
こ
う
し
た
仲
間
の
気
迫
を
高

め
る
努
力
も
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も

全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
の
仲
間
が
と
も
に
研
修
活
動

を
通
し
自
己
研
鑽
出
来
る
取
り
組
み
を
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
会
員
一
人
一
人
の
ご
協
力
が
会
の
発
展
の

力
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 
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平
成
二
十
三
年
度 

 

第
６
回
定
期
総
会
開
催 
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☆ 
平
成
二
十
二
年
度 

経
過
報
告
・
会
計
決
算
報
告
・ 

会
計
監
査
報
告 

平
成
二
十
三
年
度
活
動
方
針
案
・
会
計
予
算
案 

全
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

新
役
員
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

☆ 

詳
し
い
内
容
は
第
６
回
定
期
総
会
議
案
書
を 

お
読
み
下
さ
い
。 

  

「
学
校
給
食
の
衛
生
管
理
・
調
理
師
と
し
て
の
役
割
」 

 

講
師 

 
 

金
田 

雅
代
氏 

 
 
 
 

 
 
 

女
子
栄
養
短
期
大
学
大
学
部
教
授 

 
 
 
 
 
 
 

元
・
文
部
科
学
省
学
校
給
食
調
査
官 

  

食
育
基
本
法
が
平
成
十
七
年
六
月
に
出
来
、
栄
養
教

諭
制
度
・
食
育
推
進
基
本
計
画
が
出
来
、
国
を
挙
げ
て

食
育
に
取
り
組
む
方
向
性
が
明
確
に
な
り
、
今
回
食
育

推
進
基
本
計
画
の
新
た
な
第
二
次
の
基
本
計
画
に
な
り

ま
し
た
。
調
理
員
は
学
校
に
お
け
る
食
育
の
中
で
ど
の

様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
か
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

食
育
基
本
法
は
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な

る
べ
き
も
の
と
位
置
付
け
、
子
ど
も
達
自
身
が
豊
か
な

人
間
性
・
健
全
な
心
と
体
を
討
ち
取
っ
て
い
く
事
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
第
二
次
食
育
推
進
基
本
計
画
で
は
重

点
課
題
と
し
て
三
つ
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
生
涯
に

わ
た
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
間
断
の
な
い
食
育

の
推
進 

②
生
活
習
慣
病
の
予
防
及
び
改
善
に
つ
な
が

る
食
育
の
推
進 

③
家
庭
に
お
け
る
共
食
を
通
じ
た
子

ど
も
達
へ
の
食
育
の
推
進
。
次
に
２
０
１
５
年
ま
で
の

５
年
間
の
推
進
目
標
で
す
。
朝
食
を
欠
食
す
る
小
学
生

の
割
合 

４
％
を
０
％
に
、
学
校
給
食
に
地
場
農
産
物

を
使
用
す
る
割
合
を
２
１
％
か
ら
３
０
％
に
。
と
あ
り

ま
す
。 

 

学
校
の
教
育
と
し
て
学
習
指
導
要
領
が
あ
り
、
基
本

的
に
日
本
共
通
で
す
。
総
則
（
規
定
全
体
の
根
本
と
な

る
規
則
。
全
体
に
共
通
す
る
規
則
。）
に
食
育
が
位
置
付

け
ら
れ
、
子
ど
も
達
の
生
活
や
学
習
の
基
盤
と
し
て
食

に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
と
あ
り
、
調
理
員
が
学

校
に
お
け
る
食
育
の
ど
こ
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
理
解

し
て
お
く
事
が
大
事
で
す
。
子
ど
も
の
側
に
立
っ
て
、

こ
れ
を
お
い
し
く
す
る
為
に
は
ど
う
い
う
調
理
を
す
れ

ば
い
い
の
か
、
心
と
体
を
育
て
る
食
事
作
り
を
自
分
は

や
っ
て
る
ん
だ
と
常
に
技
術
を
磨
い
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
年
に
学
校
給
食
法
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。 

食
育
の
観
点
か
ら
学
校
給
食
の
目
的
を
見
直
し
、
学
校

給
食
の
水
準
確
保
の
為
、
接
種
基
準
の
法
的
位
置
付

け
・
学
校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準
の
法
的
位
置
付
け
・

栄
養
教
諭
の
職
務
の
法
的
位
置
付
け
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
が
平
成
二
十
一
年

に
施
行
さ
れ
、
学
校
給
食
を
実
施
す
る
教
育
委
員
会
等

の
責
務
を
定
め
た
こ
と
。
校
長
又
は
共
同
調
理
場
の
長

は
基
準
に
照
ら
し
て
衛
生
管
理
上
適
正
を
欠
く
事
項
が

あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。
校
長
等
で
対
応
出
来
な
い
措
置
が
必
要
な

場
合
に
は
学
校
等
の
設
置
者
に
申
し
出
る
。
と
あ
り
ま

す
。
食
中
毒
を
起
こ
し
た
調
理
場
の
主
な
問
題
点
は
、

衛
生
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
汚
染
・
非
汚

染
作
業
区
域
が
不
明
確
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
運
用
が
行
わ

れ
て
い
な
い
。
手
洗
い
が
き
ち
ん
と
出
来
て
い
な
い
。

等
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
洗
い
に
関
し
て
衛
生
管

理
基
準
の
変
更
点
で
、
手
洗
い
設
備
に
つ
い
て
は
石
け

ん
液
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
の
使

用
、
手
洗
い
の
給
水
は
温
水
対
応
を
明
記
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
達
は
栄
養
教
諭
も
調
理
員
も
選
べ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
達
が
こ
の
調
理
員
さ
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

様
に
日
々
衛
生
管
理
に
気
を
付
け
、
調
理
技
術
を
磨
い

て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

総
会
記
念
講
演 
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日
時 

 

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
四
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
一
時
～
午
後
三
時 

場
所 

 

山
中
会
長
所
有
の
竹
藪 

御
来
賓 

 

 
 
 

近
畿
農
政
局
大
阪
農
政
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
費
経
済
係
長 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
本 

素
子
氏 

 
 
 

近
畿
農
政
局
大
阪
農
政
事
務
所 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
尾 

卓
嗣
氏 

 
 

 
 
 

料
理
研
究
家 

 
 

為
後 

喜
光
氏 

 
 
 

大
阪
観
光
大
学 

 

佐
藤
課
長 

 
 

 

 
 

（
社
）
奈
良
調
理
師
連
合
会
会
長 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柳
原 

卓
男
氏 

 
 
 

貝
塚
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
井 

ヤ
ス
子
氏 

講
演 

 
 
 

地
産
地
消
で
「
日
本
型
食
生
活
」
に
つ
い
て 

 
 
 

大
阪
農
政
事
務
所 

 
 

中
尾 

卓
嗣
氏 

参
加
者 

 

 
 
 

大
人 

 

六
十
一
名
（
当
会
員
含
む
） 

 
 
 

子
ど
も 

十
二
名 

 

献
立 

 

※
今
回
は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
に
し
ま
し
た
。 

 

・
竹
の
子
ご
飯 

・
竹
昆
布
の
佃
煮 

 
 

・
木
の
芽
和
え 

・
若
ゴ
ボ
ウ
の
き
ん
ぴ
ら 

 
 

・
せ
り
の
辛
子
和
え 

・
の
び
る
の
酢
の
物 

・
若
竹
煮
・
竹
の
子
の
煮
物 

・
蕗
の
煮
物 

・
わ
ら
び
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
和
え 

・
み
そ
汁 

・
焼
き
竹
の
子 

・
揚
げ
物
（
雪
の
下
・
の
び
る
・
竹
の
子 

こ
ご
み
・
な
す
の
田
楽
） 

・
漬
け
物
（
水
な
す
の
ぬ
か
漬
け
・
他
） 

 
 

・
桜
餅
（
こ
し
あ
ん
・
粒
あ
ん
）・
マ
ド
レ
ー
ヌ 

 
 

・
ゼ
リ
ー
（
み
か
ん
・
パ
イ
ン
） 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

☆
レ
シ
ピ
紹
介
☆ 

   

作
り
方 

 

①
耐
熱
容
器
に
、
水
２
０
０
㏄
・
砂
糖
４
０
㌘
・
色

紅
を
少
々
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る 

②
洗
っ
た
道
明
寺
粉
を
①
の
中
に
入
れ
ラ
ッ
プ
を
し

て
約
一
時
間
浸
し
て
お
く
。 

 

③
桜
の
葉
の
塩
漬
け
を
ざ
っ
と
洗
っ
て
塩
抜
き
し
、

ボ
ー
ル
の
ふ
ち
に
一
枚
づ
つ
掛
け
並
べ
水
切
り
を

し
ま
す
。 

 

④
こ
し
あ
ん
を
十
四
個
（
一
個
に
十
五
㌘
が
適
量
） 

 
 

丸
め
て
お
く
。 

 

⑤
②
の
材
料
を
レ
ン
ジ
強
で
４
分
加
熱
し
て
か
ら
軽

く
か
き
混
ぜ
、
も
う
一
度
レ
ン
ジ
強
で
３
分
加
熱 

す
る
。
の
ち
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
５
分
位
蒸
ら
す
。 

⑥
手
水
を
付
け
⑤
で
蒸
ら
し
た
道
明
寺
を
取
り
、
あ
ん

を
く
る
み
俵
形
に
ま
と
め
、
桜
の
葉
に
包
ん
で
出
来

上
が
り
。 

⑦
２
時
間
程
お
く
と
、
お
餅
全
体
に
桜
の
葉
の
香
り
が

ほ
ど
良
く
な
じ
み
食
べ
頃
に
な
り
ま
す
。 

   

 
ふ
れ
あ
い
交
流
会
・「
山
野
草
の
会
」 

 

手
作
り
桜
餅 
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☆
ち
ょ
っ
と
ア
ド
バ
イ
ス 

 
 ◎

翌
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
場
合
は
、
水
を
１
０
㏄

位
増
や
す
と
柔
ら
か
さ
を
保
ち
ま
す
。 

◎
沢
山
の
桜
餅
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、
材
料
を
２

倍
に
し
て
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。 

           
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

◎
調
理
技
術
指
導
員
講
習
会 

◇
対
象
者
（
受
講
資
格
） 

 
 

 

①
調
理
業
務
従
事
年
数
二
十
五
年
以
上
の
調
理

師
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

②
所
定
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
者
に
限
る
。

但
し
、 

甲
・
乙
に
掲
げ
る
免
除
者
は
除
く 

 
 

 

③
受
講
資
格
の
満
年
齢 

受
講
開
始
の
前
日

（
八
月
二
十
四
日
）
に
次
の
満
年
齢
に
な
る

者 
 

 
 

 
 

大
学
卒
業
の
方
・
四
十
八
才 

 
 

 
 

短
大
卒
業
の
方
・
四
十
六
才 

 
 

 
 

高
校
卒
業
の
方
・
四
十
四
才 

 
 

 
 

中
学
卒
業
の
方
・
四
十
一
才 

◇
実
施
期
日 

甲
・
免
除
の
あ
る
者
・
講
習
の
一
部
免
除 

 
 

 
 

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験
の
試
験
委
員
と
し

て
社
団
法
人
調
理
技
術
日
農
セ
ン
タ
ー
理
事

長
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
者 

日
時 

 

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
五
日
（
木
） 

受
付 

午
後
十
二
時
半 

 

講
習
・
午
後
一
時
よ
り 

 

乙
・
免
除
の
あ
る
者
・
講
習
の
一
部
免
除 

 
 

 
 

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験
に
合
格
し
、
専
門

調
理
師
と
し
て
認
定
を
受
け
た
者 

 

日
時 

 

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
五
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

受
付 

午
前
九
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
習 

午
前
九
時
半
よ
り 

 

・
免
除
の
な
い
者 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
五
日
（
木
） 

～
二
十
六
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

受
付 

午
前
九
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
習 

午
前
九
時
半
よ
り 

 

※
免
除
の
な
い
者
の
優
良
施
設
見
学
研
修
・
健
康
作

り
に
役
立
つ
調
理
法
の
日
程
日
時
は
受
講
者
に
葉

書
で
通
知
し
ま
す
。 

 

◇
実
施
会
場 

 

講
習
会
場 

 

猿
沢
荘
（
会
議
室
） 

 
 
 
 
 
 
 

奈
良
市
池
内
町
３
番
地 

（
猿
沢
池
畔
徒
歩
３
分
） 

℡ 

０
７
４
２
（
２
２
）
０
１
１
６ 

 

優
良
施
設
見
学
研
修
会
場 

 
 
 
 
 
 
 

会
場
・
医
療
法
人
岡
谷
会 

岡
谷
病
院 

 
 

 
 

健
康
作
り
に
役
立
つ
調
理
法 

 
 
 
 
 
 

会
場
・
な
ら
土
連
会
館
４
階
大
会
議
室 

材料 
道明寺粉   １５０g 
砂糖      ４０g 
こしあん   ２１０g 
水      ２００cc 
色紅      少々 
桜の葉     １４枚 

 

連
絡
事
項 
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◇
提
出
書
類
等 

 
 

①
調
理
技
術
指
導
員
申
込
書 

 
 

②
免
除
の
あ
る
者
は
調
理
技
術
技
能
試
験
員
の
委

嘱
証
の
写
し
・
専
門
調
理
師
認
定
書
の
写
し
（
Ａ

４
に
縮
小
す
る
事
）
又
は
調
理
技
術
技
能
評
価

試
験
合
格
表
の
写
し
。 

 
 

③
写
真
（
縦
４
㌢
・
横
３
㌢
）
１
枚 

 
 

 

※
出
願
前
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
上
半

身
、
脱
帽
像
で
裏
面
に
撮
影
年
月
日
及
び
氏

名
を
記
載
し
た
物 

 
 

④
提
出
書
類
は
受
付
期
間
中
に
社
団
法
人
奈
良
県

調
理
師
連
合
会
ま
で
送
付
す
る
事
。 

 
 

⑤
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
（
免
除
の
な
い
者
） 

 
 

 
 

設
題
か
ら
一
問
を
選
び
、
８
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
て
八
月
十
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

※
提
出
先 

 
 
 
 
 

〒
６
３
０
・
８
３
０
１ 

 
 
 
 
 

奈
良
市
高
畑
町
１
１
１
６
番
地
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ら
土
連
会
館
３
階 

 
 
 
 
 

社
団
法
人
奈
良
県
調
理
師
連
合
会 

 
 

⑥
レ
ポ
ー
ト
の
設
題 

 
 
 

（
１
）
調
理
技
術
の
向
上
と
食
生
活
に
つ
い
て 

 
 
 

（
２
）
調
理
業
務
と
食
品
衛
生
に
つ
い
て 

 

◇
申
し
込
み
期
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
七
月
十
一
日
～
八
月
十
日
（
水
）

消
印
ま
で 

 
 

受
講
者
の
審
査
及
び
名
簿
作
成
の
た
め
必
ず
期
間

中
に
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 
 

※
講
習
内
容
及
び
講
習
時
間
等
は
申
込
書
の
審
査

の
上
、
本
人
宛
に
通
知
致
し
ま
す
。 

◇
受
講
料 

 
 

①
免
除
の
あ
る
者 

 
 

 

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験
委
員 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
，
０
０
０
円 

 
 

 

専
門
調
理
師
取
得
者 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
５
，
０
０
０
円 

 
②
免
除
の
な
い
者 

 

２
０
，
０
０
０
円 

 
 
 

 

（
領
収
書
は
最
終
講
習
日
に
発
行
し
ま
す
。） 

 

※
受
講
料
の
振
込
先 

  
 

南
都
銀
行 

本
店 

０
１
０ 

 
 

 
 
 
 
 
 

普
通
口
座 

０
６
３
８
１
６ 

 
 

 

社
団
法
人
奈
良
県
調
理
師
連
合
会 

 
 
 

 

代
表
理
事 

柳
原 
卓
男 

（
や
な
ぎ
は
ら 

た
く
お
） 

◇
定
員 

 
 二

十
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
） 

  

◇
申
込
書
な
ど
の
注
意
事
項 

 
 
 

①
申
込
書
は
か
い
書
で
丁
寧
に
書
い
て
下
さ
い
。 

 
 

②
本
籍
・
氏
名
・
生
年
月
日
は
戸
籍
の
通
り
、
正

確
に
記
入
し
て
下
さ
い
。 

 
 

③
住
所
が
会
社
の
中
や
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー

ト
・
他
人
と
同
居
の
場
合
は
必
ず
「
棟
番
号
、

室
番
号
」
「
～
内
」
「
～
方
」
ま
で
書
い
て
下
さ

い
。 

◇
講
習
当
日
の
注
意
事
項 

 
 

①
受
講
会
場
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
は
出
来
ま
せ
ん
。 

 
 

②
受
講
中
及
び
指
定
以
外
で
の
喫
煙
は
禁
止
し
ま

す
。 

 
 

③
携
帯
電
話
の
持
ち
込
み
は
禁
止
し
ま
す
。 

 
 ◇

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

全
国
学
校
調
理
師
連
合
会 

山
中 

弓
子 

 
 

 
 

℡ 

０
７
２
（
４
４
６
）
１
６
６
７ 
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◎
平
成
二
十
三
年
度
専
門
調
理
師
・
調
理
技
能
士
の
た
め

の
食
育
推
進
員
認
定
講
座 

 
大
阪
会
場 

実
施
要
綱 

日
時 

 

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日
（
火
） 

 
 
 
 

午
前
１
０
時
半
～
午
後
四
時
半 

会
場 

 

大
阪
国
際
会
議
場
（
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
） 

 
 
 
 

十
階
会
議
室 

１
０
０
１
・
１
０
０
２ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
募
集
人
数
２
０
０
名
） 

 
 
 
 

〒
５
３
０
・
０
０
０
５ 

 
 
 
 
 

大
阪
市
北
区
中
之
島
５
丁
目
３
番
５
１
号 

 
 
 
 

℡ 

０
６
（
４
８
０
３
）
５
５
５
５ 

◇
参
加
対
象
者 

 
 
 
 

専
門
調
理
師
・
調
理
技
能
士
の
資
格
取
得
者 

◇
食
育
推
進
員
認
定
料 

（
講
座
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
含
む
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
，
０
０
０
円 

◇
申
し
込
み
方
法 

 
 
 
 

全
国
学
校
調
理
師
連
合
会 

事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀 

政
一
ま
で 

 
 
 
 

 

◎
夏
期
研
修 

日
時 

 

平
成
二
十
三
年 

八
月
二
十
一
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
受
付
・
十
時
半
開
始 

 
 

 
 

（
役
員
の
方
は
九
時
に
集
合
） 

場
所 

 

貝
塚
市
中
央
公
民
館 

内
容 

 

築
野
食
品
工
業
株
式
会
社 

 
 

 
 

「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
お
料
理
サ
ロ
ン
」 

 
 

 
 

米
油
に
つ
い
て
の
お
話
・
調
理
実
習
・
試
食 

講
師 

 

足
立 

敦
子
氏 

持
っ
て
く
る
物 

 
 

 
 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
布
巾
一
枚 

              

☆
レ
シ
ピ
紹
介
☆ 

  

編集後記 
 
三月に東日本大震災が起こり、各方面で色々

な問題が起きています。子ども達の心と体の健

康を願います。 
 
                 広 報 

胃がよみがえる健康ジュース 
             
大根         ４０g   １．ミキサーに材料を入れ、 
キャベツ       １枚      ジュースにする。 
オレンジジュース  ２００cc    
豆乳又は牛乳    １００cc 

 
    ※豆乳・牛乳は油脂で体に吸収しやすくするため。 
     こらから暑くなり、弱る胃腸にどうですか (^o^) 
          
 


